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この規格は，産業標準化法第 14 条第 1 項の規定に基づき，認定産業標準作成機関である一般財団法人

日本規格協会（JSA）から，産業標準の案を添えて日本産業規格を制定すべきとの申出があり，経済産業

大臣が制定した日本産業規格である。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実用新案権に関わる確認に

ついて，責任はもたない。 
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日本産業規格          JIS 
 Q 42006：2026 
 (ISO/IEC 42006：2025) 

情報技術－人工知能（AI）－ 

AI マネジメントシステムの審査及び 

認証を提供する機関に対する要求事項 

Information technology-Artificial intelligence- 

Requirements for bodies providing audit and certification of artificial 

intelligence management systems 

 
序文 

この規格は，2025 年に第 1 版として発行された ISO/IEC 42006 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本産業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

人工知能（AI）システムを提供，開発若しくは利用する組織，又は供給者として市場に投入する組織の

ためのマネジメントシステムは，JIS Q 42001 に従って構築される。これには，リスクマネジメント，デー

タ保護，データ品質，情報及びサイバーセキュリティ，倫理，並びにアルゴリズムの妥当性確認及び検証

のマネジメントに関する様々な特別な側面が含まれるが，これらに限定されるものではない。また，従来

のソフトウェアシステムのライフサイクルプロセスには，考慮し得る ISO/IEC 5338[1]で定義されている

AI 固有のライフサイクル特性を含める必要がある。 

JIS Q 42001 における適合性評価の対象及び JIS Q 42001 に従ったマネジメントシステムにおいて必要な

組合せ及び複雑なインタフェース機能は，認証機関がそのようなマネジメントシステムを認証する場合に，

認証機関及びそのプロセスに対する特定の要求事項となる。認証機関は，AI マネジメントシステム（AIMS）

をもつ組織の審査及び認証における役割を果たすために，この規格を使用することが可能である。 

JIS Q 42001 に従ったマネジメントシステムの認証は，JIS Q 17067[3]，及び JIS Q 17030[4]（AI 製品，

プロセス又はサービスに適合マークを付けることを意図している場合に適用される。）を合わせて用いる

ことで，JIS Q 17065[2]に従った製品，プロセス及びサービスの適合性評価スキームに組み込むことが可能

である。JIS Q 42001 に基づく AIMS の認証文書は，二重試験を避けるために，JIS Q 17065:2012 の 7.4.5

に従って，JIS Q 17065 スキーム内で利用可能である。 

認定機関及び同等性評価者（peer assessor）は，認証プロセスとともに，認証機関の要員の最低限の力量

要求事項を評価するために，この規格を使用することが可能である。 

1 適用範囲 

この規格は，JIS Q 17021-1 に対する追加の要求事項について規定している。この規格に含まれる要求事


